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改革改善
の考え方

①問題
点

精神通院医療患者の付加給付については、わざわざ他の健康保険の被扶養者をやめて飯田市国保に加入するケー
スがある。

②改革
提案

任意給付については市単事業であるため、廃止も選択肢の一つである。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

都度適切な執行に努めた。

総事業費①+② 72,036 82,759 68,435 78,703

120 120

臨時職員所要時間

一般財源 40,987 44,959 39,606 43,143

人件費計（千円）② 429 429

正規職員所要時間

起債

その他 30,620 37,800 28,400 35,560

県支出金

事業費計（千円）① 71,607 82,759 68,006 78,703 出産育児一時金補助金
出産育児一時金繰出金国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　出産育児一時金の支給（420,000円）
２　葬祭費の支給（50,000円）
３　結核患者の付加給付（県25％、市５％）
４　精神通院医療患者の付加給付（県20％、市10％）

１　出産育児一時金の支給件数
２　葬祭費の支給件数
３　結核患者の付加給付件数
４　精神通院医療患者の付加給付
件数

１　101件
２　155件
３　47件
４　12,629件

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

　被保険者の出産に関しては出産育児一時金、死亡に関しては葬祭費の支給を行う。また、結核の患者、精神通院医療患者に対して
必要な給付を行う。

成果
指標

葬祭費支給額（千円） 8000 7750 7000 10000

成果
指標

出産育児一時金支給額（千円） 56700 42335 53340 50000

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

生活習慣病による65歳未満死亡率（飯田市の65歳未満
人口を10万人と想定した時、年度でなく年が基準）　（人）

国民健康保険被保険者世帯数（世
帯）

14684

意図（どういう状態
にするか）

被保険者の出産、死亡等について必要な給付を行い、
被保険者の生活の一助とする

目
的

対象（誰・何を） 国民健康保険被保険者

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 31 心と体の健康づくり
基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

H27担当課等名 保健課 H27係等名 国保係 H26係等名 国保係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 S34 終了
事務事業名 国民健康保険その他の給付事務事業

会計 国民保険
13 83

事業種別 政策

3 施策№ 31 事業№


